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宇宙赤外線背景放射は、宇宙初期から現在までの天体放射の赤方偏移積分からなる。その観測により、点源観
測では見落とす可能性のある空間的に広がった放射を含む天体の形成と進化を包括的に研究することができる。
我々が近地球軌道の衛星や観測ロケットにより近赤外線の宇宙背景放射の観測を行なった結果、銀河系外に起源
をもつと見られる背景放射成分は、既知の光源である系外銀河の足し合わせだけでは説明できないほど明るいこ
とがわかってきた。この超過の成因について、赤方偏移 z ∼ 10の宇宙再電離期の放射や近傍銀河ハローの星々の
可能性が議論されている。しかし、これらの解釈を検証しうる観測精度を達成するには、宇宙背景放射の約 10倍
の明るさをもつ黄道光（太陽光の惑星間ダストによる散乱）に由来する系統誤差の大幅な低減が必要である。
そこで、我々は、惑星間ダストが希薄な小惑星帯以遠の惑星間空間を航行する惑星探査機に望遠鏡を搭載し、

宇宙赤外線背景放射を観測する EXZIT （EXo-Zodiacal Infrared Telescope）を計画している（2010年秋季年会
　松浦ほか）。現在、木星トロヤ群小惑星の探査を目的とするソーラー電力セイル探査機（本年会　中村ほか）に
搭載する EXZIT観測装置、小惑星到達までの航行期間における観測計画、および、銀河系外に加えて系内や太
陽系のサイエンス等を検討している。本講演では、これらの検討内容と計画の現状を述べる。


